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福祉サービス第三者評価の結果 
１ 評価機関 
名称：特定非営利法人 

 環境・福祉事業評価センター 

所在地： 

長野県長野市南高田２丁目５番地１６ 

評価実施期間： 

平成３０年６月１１日から平成３１年３月１８日  

評価調査者（評価調査者養成研修修了者番号を記載） 

060741 050301 B18055 

 

２ 福祉サービス事業者情報（平成30年11月現在） 
事業所名：  

（施設名）東みのわ保育園 

種別： 

   保育所 

代表者氏名： 町長 白鳥 政徳 

（管理者氏名）町長 白鳥 政徳 
定員（利用人数）：120(76)名 

設置主体：箕輪町 

経営主体：箕輪町 

開設（指定）年月日： 

   平成 26年8月18日 

所在地：〒399-4602 
    長野県上伊那郡箕輪町東箕輪 3229番地 
電話番号：0265-98-0807 
 

FAX番号：0265-98-0807 
 

ホームページアドレス： 

http://www.town.minowa.lg.jp/ 

職員数 常勤職員：         6名 非常勤職員     15 名 

専門職員 

（専門職の名称）        

・園長         1名     

・主任保育士      1名  

・保育士        3名 ・保育士      12 名 

・調理員         1名 ・調理員       3 名 

施設・設備

の概要 

（居室数）    

・乳児室        1室 

・ほふく室      1室 

・保育室        7室 

・遊戯室       1室 

・えほんの部屋    1室 

・調理室       1室 

・事務室       1室 

・相談室       1室 

・トイレ       6室 

（設備等） 

・一部居室に冷暖房設備 

・太陽光発電設備 

・プール 

・砂場 
・滑り台 
・ブランコ 
・ジャングルジム 
・登り棒 
・鉄棒 
・雲梯 

 

３ 理念・基本方針 

箕輪町保育理念 

 子ども一人一人を大切にし、保護者や地域に愛される保育園を目指します。 

箕輪町保育方針 

 ・養護と教育を一体的に行い子どもの発達を援助します。 

 ・保護者の気持ちを受け止め、共に子育てをします。 

（様式第１号）（第２条16号関係） 

http://www.town.minowa.lg.jp/


東みのわ保育園 保育目標 

 ・元気よくあいさつしよう 

 ・自然の中で伸び伸びと遊ぼう 

 ・優しい気持ちを持とう 

 

４ 福祉サービス事業者の特徴的な取り組み 

〇未満児保育に力を要れ、東みのわ地域の子育て拠点として、地域に根ざした活動を

展開している。 

〇信州やまほいく（信州型自然保育認定制度）を導入し、子どもの生きる力の育成を

支援している。 

 

東みのわ保育園は、箕輪町北東部の天竜川河岸から少し離れた小高い場所に位置して

いる。豊かな周囲の自然と南アルプスと中央アルプスを望む眺望に恵まれた環境は、

子ども達に四季折々の自然と触れ合う機会を提供している。平成26年8月に、地元の

2保育園の統合により設立され、箕輪町が運営する 8園の中でも比較的大規模な施設

である事から、地域の0歳児・未満児を含む子育て支援の拠点としての機能も期待さ

れている。通常の保育以外に提供するサービスは、0歳児保育である。 

 

箕輪町では、「ひと味ちがう箕輪の子ども」と題して、運動遊び、英語遊び、読育、

食育の4つの柱を中心とした町独自の取組を実施し、現代社会では不足しがちな体験

やコミュニケーションの機会の提供を通じた、基本的な能力や生涯にわたる学習習慣

の育成を支援している。それに加えて、東みのわ保育園では、信州型自然保育認定制

度（信州やまほいく）の認定園としての育成支援を行っている。信州やまほいくの目

的は、幼児期の屋外での遊びや運動を中心にした多様な体験を通じた、知的好奇心や

感性の育成、体力・知力、コミュニケーション能力の向上を目指すものである。箕輪

町の４つの取組と関連させることにより、信州やまほいくを軸とした、相乗効果の高

い、運動遊び、英語遊び、読育、食育を実践している。 

  

 

５ 第三者評価の受審状況 

受審回数（前回の受審時期）     今回が初めての受審 

 

６ 評価結果総評（利用者調査結果を含む。） 

◇特に良いと思う点 

①信州やまほいく（信州型自然保育）の保育への積極的な活用 

信州型自然保育認定制度の認定園であり、ネイチャーゲームや園内のビオトープ等の

豊かな自然環境や地域資源を積極的に取り入れた体験により、園児の発想力、コミュ

ニケーション力、自己肯定感を育む保育の実践を行っている。また、やまほいくの概

念の導入により、日々の保育の場面で、職員の行動が、やまほいくを意識した取り組

みとなっており、方向性の揃った保育を実践している。 

 

②機能的な園の施設 

平成26年に、2つの園が統合して設立された新築園舎の東みのわ保育園の施設は、過

去の保育園運営のノウハウを反映した、園児と保育士の日常の生活・保育活動を、無

理なくサポートできる機能的な設計となっている。また、今夏は猛暑が続いたため、



熱中症対策として、エアコンが未導入の居室へのエアコンの導入を計画していた。 
 

◇特に改善する必要があると思う点 

①保護者への園内の様子の情報提供とコミュニケーション 

 利用者調査の結果では、概ね良好な回答が得られているが、「散歩等で戸外に出かけ

る機会が多いですか」「お子さんの発育や意欲を促すような活動・遊びが行なわれてい

ますか」「担当保育士はお子さんの良い所や個性を認めていますか」等の園内での生活

を問う設問には「わからない」と回答した者が一定数存在していた。また、保育園か

らのおたよりや連絡帳などで、日々のお子さんの様子や気持ちを知る事ができますか」

では、「いいえ」の回答率が全設問中で一番高かった。やまほいくのブログ等で積極的

な情報発信は行われているものの、保護者への情報提供やコミュニケーションの方法

に改善の余地があると考えられる。 
 

 
 

 

 

 

７ 事業評価の結果（詳細）と講評 

共通項目（別添１） 

  内容評価項目（別添２） 

 

 

 

８ 利用者調査の結果 

アンケート方式の場合（別添３－１） 

 

 

９ 第三者評価結果に対する福祉サービス事業者のコメント（別添４） 

（平成31年2月28日記載） 

第３者評価は箕輪町では、昨年木下北と木下南が受けていて結果なども園長会など

で共有していたため、東みのわ保育園で受けるのは初めてだったが、たくさんある評

価票の質問で分からないところなどはすぐに聞くことが出来た。 
利用者調査の結果を踏まえ、第３者評価の結果の「特に改善する必要があると思う

点の保護者への園内の様子の情報提供とコミュニケーション」に十分に配慮していき

たい。 
保育士の中には無記名アンケートの結果を見るとやる気がなくなると思っている保

育士もいるが一生懸命やっているからこそ、マイナス結果も宝物として捉えるように

前向きな気持ちで向き合うようにと確認した。 

 

 
 


